



































用)、教育 ・研究の情報環境の総合ネットワーク化、多様なサーバ系サービス、3校 舎 にまたがる
分散教室配置、全教室・講義室の情報コンセント化、WindowsとMacとUNIXのマルチOSに 亘
るファイル共有環境、NetBoot対応のMac教 室、ノートパソコンへの対応(新 学部の学生必携、
情報コンセント環境整備)、必要個所への無線LAN環 境導入、大学か ら中高・小学校 ・幼稚園、
同窓会館、学生寮のすべてのLAN接 続などが挙げられる。
　また情報教育プログラムの特徴は、高校での教科 「情報」の選択必修化の時期をにらみつつ変化











　第7章 では本システムの活用例の1つ として構築した 「講義ビデオ ・データベース」システムに
ついて紹介し、最後にまとめを記した。
1　運営体制と情報教育プログラム構想
1.1ネ ッ トワー ク整備 の あゆみ
　表1に は京都女子大学の情報系設備 の2000年4月までの歩みを簡単にまとめる。表 中の学 内
LAN計画(1998年)ではギガビット・イーサネット(GbE)中心とし飛躍 的な発展を期すること
が答 申された。



















図書館 のみSINET接 続(イ ンターネット ・ドメイ ン名:kwu.ac.jp)
教室内LAN
Windows　NT4.0の 導 入




































　 結果的には、初年度(平 成12年度)の 後期から上級SE　1名の常駐でこれをカバーした。2年 目
(平成13年度)は1名 の上級SEを 含む合計2名 のSE体 制が実現され、平成14年度には合計3名
の常駐SE体 制となり、これで初めてシステム改善と教育サービス等の作業が安定し始めた。
1.2.4　授業支援組織の構想






　 セメスター終了後の反省や感想 によれば、この支援制度は 円滑な授 業運営に大きく貢献してい
る。人数をもっと増やしてほしいとする声もある。しかし2年 目(平 成13年度)に は、一部の学生
に社会的責任意識の希薄な者も 出始めた。そこで3年 目(平成14年度)に は、選抜試験を課すと共
に、業者TAで1ク ラスSSの2人 のうち1人 を置き換える形で導入し、業者TAがSSの 手本と
なる面を期待した。またSSに 講習会参加を必修とし、教育スキルのレベルアップの努力を促して
いる。各種アンケートからは、この支援システムも安定期に入ったと判断される。
1.3　女子大 学の 現代社 会学 部 にお ける情 報教 育の構 想
　平成12年度から情報ネットワークシステムの新設と同時に発足した現代社会学部は、社会科学を







　女性 には男性 にない感性 とセンスがある。また女性は子どもの生活圏を通して地域の社会ネット
ワークへの繋がりが、より強い。今後の社会 に必要とされる変革の諸要素のうち、男性に欠落する









時に情報論(情 報社会論)と 情報科学(情 報工学の基礎と原理、仕組みの理解)に 対応する科 目も
開講することとし、全学的な教育内容の充実を図った。
1.4　2年 間 の 情 報 基 礎 教 育 の 構 想
　 以 上のよ うな 女子 大教 育の ビジ ョン と指針 を意識 し 、標語 的 には次 のよ う に考え た。す なわ ち情
報教 育 にお いて 、情 報活 用 の(1)技 術 とメ リ ット を理 解 し、(2)セン ス とビ ジョ ンを 持 ち、(3)
ル ール とマ ナ ーを身 に付 け 、(4)これ を勉学 研 究のス キル 向上 に生か すこ と 、を 目標 に掲 げた 。情
報リテ ラシ ー基礎 科 目は全学 必修 とし 、1回 生 の前期 と後 期 に1年 か けて 行う(情 報コミ ュニ ケ ー
ショ ン1、 皿)。ま た 同科 目の アド バン ス トコ ース を 「情報 コ ミュ ニケ ー ショ ン 皿」 と称 し 、2回
生の 前期 、後期 の1年 間にさ ら に高度 な情報 基礎 教育 を与 えるこ と とした 。
　 情報 コミ ュニ ケ ーショ ン 皿の科 目数 は、現 代社 会学 部で は6科 目 皿一A,B,　C,　D,　E,　F)であ る。
また 文学部 、 家政学 部 、短期 大学 部で は合計7科 目(皿 一A,B,　C,　D,　E,　F,　G)で あ り 、共 に、よ り
進 ん だ情報 「基礎 」 教育 科 目を配 置す る。そ の科 目内容 は、以 下の通 り とした。
　 ま ず現 代社 会 学部 で は 、情報 コミ ュ ニケ ーシ ョ ン 皿一A:通信ネ ッ トワ ー ク論 、 皿一B:マル チメ
ディ ア活用(プ ログラ ミン グを含 む)、 皿一D:関係 デ ータ ベース 論(Access/SQLを含 む)、皿一E:
プ ログラミ ン グ(Ruby言 語 を 中心 とする)、 皿一C:データ 構 造 ・ア ルゴ リズ ム論 、 皿一F:情報理
論 ・符 号理 論 、の合 計6科 目であ る。
　 ま た文 学部 、家政 学部 、短期 大 学部 には 、情報 コミ ュニ ケー ション 皿一A:情報論(情 報 社会 論 、
情報 倫理)、 皿一B:情 報科 学 、皿一C:MS-Word活用 、 皿一D:MS-Excel活用 、 皿一E:関係 デ ータ
ベ ース(Access中心)、 皿一F:3次 元CG(理 論 と 実習)、 皿一G:Web作成(HTML+JavaScript
とCGI入 門)の 合 計7科 目であ る。
　 現代 社会 学部 で は上記 以外 にも 以下 の情報 系(デ ー タ処 理系 を含 む)科 目が配さ れて いる。 すな
わち 、社会 デ ータ処 理基礎 、デー タ処理 論1、11、 社 会調 査 、データ 処理 特論1、H、 情 報数 学基
礎1、H、 ネ ットワ ーク 社会論 、ネ ッ トワ ーク技 術論 、放 送文化 論 、情報 文 明論 、 地球環 境シ ミュ
144　京都女子大学における学内LAN(KWIINS)の構築
レー ショ ン、ネ ッ トワー ク社 会倫 理、 比較メ ディ ア論 、ジ ャーナ リズ ム論 、学術 情 報総論 な ど、合
計19科目で ある 。
II　情報ネッ トワークシス テムKWIINSの 構築
第2章 で はKWIINSの ネ ット ワーク 構成 とサ ーバ構 成 につ いて 、そ の構想 、構成 図、規模 な ど
につ いて記 す。
2.1ネ ッ トワー クと サーバ 環境 の概 要
　 図1に はKWIINS(京都女子大学総合情報ネットワークシステム)に おけるサーバ系の接続図
(概要)を 示す。また 図2に はKWIINSによりTCP/IPプロトコルで繋がれる全建物、校舎等の接
続 図(概 要)を 示す。
　 KWIINSの特徴は、まず基幹LANにGbE(ギ ガビット・イーサネット)を 採用し、キャンパ
ス 内の3箇 所 図書館、図書館分館、現代社会学部新校舎)を基幹ループで3角 形型に繋いでいる。
これによりどの2箇 所も幹線が2重 化されることとなり、トラブル対応にも有効である。
　 LANに繋がるサーバ系は平成12年度よりS校 舎 内に移設、一本化した。　S校舎 内はGbEの全2
重を3本 として情報設備のある各4教 室、8演 習室、34研究室へは100Mbpsとした。他の2校 舎

























図2　 京都女子大学のKWIINSにおけるサーバ 系の接続 図(概 略、2001年度)














　全学的にOSを 統一すると、学生が触れることができるOSの 種類が少なくなる(す なわちWin一
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dowsしか 知 らな い 、　Windowsしか使 え ない な ど)。これ か らの 変化 の速 い 時代 に、 これ は教 育 的
に大 きな弊 害 である 。こ れを避 け るた め本学 で はマル チOS環 境(Windows,　MacOS,　UNIXの統一
的利用 環境 の整備)を 実 現す るこ と によって こ の問題 の解 決を 目指 してい る。
　 す なわ ち教 育シス テム とし て社 会の流 行を 追う こ とは 困難 であ る。 しか し教 育シス テム を社 会 に
流通す るシ ステ ム と無縁 にも 出来 ない。 また 教 育系 と研 究 系の統 合ネ ッ トワー ク環境 と したた め 、
教員利 用者 の環 境もWindows系、　MacOS系、　UNIX系と 多様で ある 。そ こで教 育 上も 多様なOS
に触 れる機 会 を設 け 、OSの 違 い と類似性 につい て普 段か ら触 れて 考 え、慣 れさ せる機 会 を設 ける
こ との教 育効果 を積 極 的に考 える こと とした 。
　 こ の教 育 方針 を 実現 す る 目的 で 、次 の3つ のこ と を行 っ た。1)WindowsNT,　MacOS9,　UNIX
の どこか らでも 同じネッ トワ ーク フォル ダやメ ール 環境 が使 え る、2)WindowsNTとUNIXのデ
ュア ル ブ ート 教 室を設 ける 、3)Windowsのコ マ ン ド画 面か らUNIXを 利 用 でき る こ と。 ど の
OSか らでも 同じネ ットワ ー クフォ ルダ を利 用 する 目的で 、本 学で はSyntax社のTAS(Totalnet
Advanced　System)を導入 した。
　 OSに依存 し な いメ ー ル 環境 を 実現 す る 目的で 当初 、「Webメ ール 」シ ス テ ム(日 立 シス テ ム の
GraceMail)を導 入し た。 また より 高機 能 なメ ール ソフ トと してNetscapeメール を 導入 してい る。
しか しメ ール環 境 は変化 が大 きく 、今後も 見直 しが必 要で ある。
　WindowsとMacのア プリ ケー ショ ンも 出来る だ け共有 可能なも のと した。 そう でな い場合も 両
OSで ア プリ ケー ショ ン 同士の 対応 に配 慮し 、教 育指 導 にも 研 究 にも 利 用し やす い環 境 となる よう
留意 した。 ただ し利 用人 口比 に配 慮し てMac教 室 は
1教 室だ けと し 、あ との7教 室 はWindowsNT4.0と
し た 。 ま た そ の 中で1教 室 の み をWindowsNTと
UNIX(Linux,平成14年度 か らFreeBSD)のデ ュア
ル ブ ート とした 。
　 Mac教室 で は 平 成12年度 か ら60台のiMacDVに
対 し て 、 実 験 的 にMacOS　Xサ ー バ とMacintosh
Managerを導 入し 、全 台数 のNetBootを実現す るこ
と によ り教 室 管理 を 行 った 。 これ は構想 当初 は 実験
的 な位 置 付 け とし て 準備 を 始 め た が導 入 業者 のSE
氏 の努 力も あ り 、順 調 に稼 動 を始 めた の は幸 い であ
った 。2年 目か ら はブ ー ト 時 にネ ッ ト ワ ーク 経 由で
行 い 、認 証 はフ ァイ ル サ ーバ の接 続 時 に行 い 、 また
個 々の アプ リ ケ ーシ ョ ン は個 々 のハ ー ド ディ ス クか
ら行 う こ と によ り 、管 理 、認 証 、体 感 速度 の 向 上 と




2.3　サ ーバ 系の 整備
　 サーバ系は教育用と研究用を兼備としたため、以下の構成とした。
　 ファイルサ ーバ兼DHCPサ ーバ、　Mailサーバ(外 部、内部)兼DNSサ ーバ、　WWWサ ーバ
(外部広報用)、WWWサ ーバ 内部教育用)、PROXYサー バ2台 、認証サーバ、ゲートウェイサー
バ 、Newsサー バ(内 部、外部)、汎用統計計算・数値計算用サーバ、プリントサーバ兼PDC、 ダ
イ アルアップサーバ 、VOD実験用サーバ 、　WallEdge(Webメール)サ ーバ 、集 中監視サーバな
どである。







　 フ ァイ ル サーバ のディ スク 容量 は360GBとした。 これ は学生1人 あ た り20MB×6000人
(120GB)、加えて教員向け300　MB×250人+1GB×50人(+20%の余裕)、という概算で算出し
た。その後平成14年度から学生1人 あたりの容量制限を緩和し50MBと した。
　 サーバ室に隣接する 「教材準備エリア」には多様な周辺機器を備 えたメディア変換用のステーシ
ョンを設置した。また今後の大学講義のオープン化傾向と講義用データベース開発の必要性を予測
し、最低限のUNIXワークステーションを共同利用として準備した。
　 サーバ系計算機 の詳細は参考資料[7]と[9]に 紹介されているので参照されたい。
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　 教室のOS環 境は、　WindowsNT4.0が7教室約410台、　Windows2000が平成14年度の新設2教 室
120台、その他MacOSが1教室60台、　WindowsとUNIX(FreeBSD)のデュアルブートが1教 室
60台である。これらの一覧を表2に 示す。





2.6　ネ ッ トワー ク環境 の高 速 化




3.1コ ン ピュー タ相 談室
　利用者支援体制 の1つ としての相談窓 口は
重要である。新校舎の建設段階から全室ガラ
ス 張りの相談室(コ ンピュータ相談室)をS
校 舎に1室 設 けた(図7)。 これ は利用者 に




3.2　利 用 者 ソ フ ト ウェ ア
　利 用者 ソ フ トウ ェ ア には 、 ノー トPCを 含
図7　 コン ピュータ相談室 。ガラス張 りの「キオスク」
　　　を イメージ して いる 。
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む全Windows機にMS-OfficePro,　SPSS(社会 科 学 系統 計 処 理 ソフ ト)を 整 備 した 。 ま たWin-
dowsOS以外 のOSに 触 れる 環境整 備 の一 環 としてUNIX系 のプ ログラ ミ ング環 境(tcsh,　mule/
meadow,　gawk,　ruby,　TeX,　gsなど)を す べて のWindowsパソ コン と学 生の ノー トPCに 系統 的 に
導入 した。 平成14年度か らUNIX系 環境 はCygwinとし た。
　 グラ フィ ック 系ソ フ トはIllustrator,　Photoshop,　PaintShopPro,3次元CG系 ソ フト にはShade3,
POV-RayとMetasequoia,六角大 王な どを必 要数 、導 入し た。
　 ユ ーザ ファイ ル の大 容量 バ ックア ップ 用 に は、MOデ ィ スク(光 磁気 ディ ス ク、230　MBま た は
640MB)を必 携 とし てい る(そ れ でも 足 りな い場 合 は容 量制 限の ないTempフ ォ ルダ に、一 時 的
な保 存 が可能 で ある)。 平成13年度(2年 目)よ りグラ フィ ッ ク 系の 実習 が始 ま り、ユ ー ザの ホ ー
ム領域 が足 りな くな るケ ース が増加 した た め、平 成14年か ら一 人あた り50MBと した。
　 ネ ットワ ーク フォ ルダ とし て は利 用者 のhomeの 他 に、課 題提 出や 教材 提示 用のshare、一 時 的
なフ ァイル 置き 場tempを 準備 し た。こ れ らをTAS(Syntax社のTotalNet　Advanced　System)と
いう仕 組 みを使 ってWindows・Mac・UNIX環境 のどこ か らでも利 用 でき るよう にしてい る。
3.3　情 報教 育プ ログラ 厶 の現状







ぼ共通の内容をカバーする。ノートPC必 携の学生グループ(現 代社会学部)に 対しては、習熟の
ペースが速いと想定し、教える際に情報科学の側面をより加 味している。また2回 生向けの情報コ
ミュニケーション皿系のアドバンスト科 目においては、選択科 目であり考え方を変える。文学部、



















する、ファイルのダウンロード、Web掲示板やネットニュース 、メ ーリングリス トなど各種コミ
ュニケーションツールの積極 的利用、FTPの操作と利用、プレゼンテーション演習などを含めて
いる。図8に は、平成12年度前期終 了時に行ったスキル 達成度に関するアンケート調査結果を示
す。
　平成14年からは、入学直後の履修 開始前にアンケート調査を行い、 自己診断による習熟度を調
べ、これを基礎 に、習熟度別クラス編成としている。 当初は2ク ラスに分割し、概ね正確な傾 向を
反映できたことを確認している。しかしその区別が明確 にならないケースもあり、クラス分けの方
法は今後の課題である。






表4　 平成13年度情報 コミュニケーショ ン科 目(文 学部 、家政学部、短期大 学部)ア ンケー ト結 果。選択肢は5/
　　 4/3/2/1の どれ か(5:強 くそう思う 、4:そ う思う 、3:ど ち らとも言 えな い、2:反 対だ と思う、


















































































































































































　 2)内 容のレベルはほぼ適切である。しかし若干難しかったと感 じている。











































4.2複 数OS(Windows1Mac1UNIX)シス テ ム の 特 徴
　 ま ずここ で 実現 したWindows/Mac/UNIXとい う複数OSの 環 境 が、具 体 的に はどの ような シス
テ ム なのか 、 以下 に箇条 書き にし 内容 を概観 する 。
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4.2.1　ログイ ンOS環 境
　 ①　 学 生と教 員 の全員 がWindowsと同じユ ーザ名 ・パス ワ ード でUNIX環 境 を利 用で きる。
　 ②　 演習 室9教 室 のう ち1教 室 を、WindowsNTとUNIXのDual　Bootとする 。　UNIXに は平成
　　 　 12年度 当初 、Linuxを導入 した。 ただ しそ の 日本 語 環境 の統一 性 に未だ 問題 があっ た ので 、
　　 　 準備 期 間を経 て平 成14年度 前期 よりFreeBSDとした。 ま たOpenOffice.orgのOffice系ソフ
　　 　 ト 日本語 版 の導入 な どを検討 する 。
　 ③　 9教 室 のう ち1教 室をMac教 室とす る。
　 ④　 Mac教室 にはMac　OS　X　Serverを導 入し 「NetBoot」を行う 。　 NetBootの仕 組 み によ り 、
　　 　 ネ ッ ト ワ ー ク 上 のMacintoshサーバ か ら 同一 の シ ス テ ム 実 行 イ メ ー ジ を ダ ウ ン ロ ー ドで
　　 　 き 、シス テム 管理 ・ユ ーザ 管理作 業 が軽減 され る。 ユーザ 認証 はフ ァイル サ ーバ に接続 する
　　 　 段 階で行 うこ とが でき る。
4.2.2　ネ ッ トワー クフ ォルダ の共 有
　 ⑤ 　ネ ッ トワ ー クフ ォ ルダ とし て3種 準備 す る(そ れ ぞ れ 、ユ ー ザ各 自の ホー ム ディ レ ク トリ
　　 　 "home"、教材 提 示等 に使 うクラ スご との 共有 ディ レク トリ"share"、大容 量 ファイ ル の一 時
　　 　 保存 用 に一 時ディ レク トリ"temp"の3種)。 こ れ ら3種 のネ ッ トワ ークフ ォル ダ を 、　Win-
　　 　 dows/Mac/UNIXのどこ か らでも 自由に利 用可能 とす る。
　 ⑥　 これ ら のネッ トワ ーク フォル ダ を、異 なるOS環 境 で共 有する 仕組 みを 実現 する方 法 は複数
　　 　 ある が 、ここ で はSyntax社(現LSI　Logic社)のTAS(TotalNET　Advanced　Server)と呼
　　 　 ばれ る仕 組 みを利 用す る。
　　 　 UNIXとWindowsNT間の フ ァイ ル 共有 の 仕 組 み に フリ ー ソ フ ト のSambaがあ る。 ま た
　　 　 MacintoshとUNIX間の ファ イル 共 有 の仕 組 み に は 同じく フ リ ーソ フ トのNetatalkがあ
　　 　 る。 こ れ らを 組 み合 わせ れ ば3種 のOSで のフ ァイ ル 共有も 可能 で ある 。 しか しこ の 方法
　　 　 は、ユ ーザ数7000程度 での 運用安 定性 に不 安 があっ た。 またSEサ ポー トの 問題も あ り、本
　　 　 学で はTASを 利 用し た。
4.2.3　メ ール 環境 の共 有
　 ⑦　 メ ール 環 境もWebメ ール(且itachiシス テ ム のGraceMail)を全員 利 用 可能 と して 、　Win-
　　 　 dows,　Mac,　UNIXど こ でも 同じ環 境 で、 同じメ ール を読 み書 きでき る。
　 ⑧　 よ り高機 能 のメ ーラ とし てはNetscapeメール を準備 し 、こ の場合もWindows,　Mac,　UNIX
　　 　 とも 同じ環境 で 同じメ ール を読 み書き でき る。
4.2.4　エ ディ ター と0幵ice系ソフ ト
　 ⑨　 テキ ス トエディ タ ー にはMac/Windows/UNIXに依 存せず 読 み書き でき るも のを 導入す る。
　　 　Windows上のテキ ス トエ ディタ ー には 、行末 コ ード(LF,　CR)のOS依 存性 や文 字コ ー ド
　　 　 変換 処 理が 可能 なエ ディ タ ーの一 つ であ るViViを導入 した 。ま たMac上 のテ キス トエ ディ
　　 　 タ ー には 、 同じく 変換 処理 可能 なエ ディ タ ー の一 つで ある 「ミ ミカ キエ ディ ッ ト(mi)」を
　　 　 導入 した 。UNIX上 はNKFな ど標 準 的ツー ルで 対応 する。
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　⑩　 MS-Office系ソ フ トは、 平成12年度 導入 時 にWindowsNTとノー トPCに 標 準でMS-Office
　　　 2000Pro、　MacにはOffice98を導入。 異 なるOS問(Windows/Mac問)のユ ーザフ ァイ ル の
　　　 継続1生を確 保 する 。UNIX環 境 でのOffice系ソフ ト は、検討 課題 とす る。
　⑪　 異 なるOS間(Windows/Mac間)でユ ーザ フ ァイル の継 続1生を確 保 する には、　Macで のフ
　　　 ァイ ル 名 に 、Windowsと同様 、ア プリ ケ ーシ ョン に依 存 した 拡 張子 を正 し くつ け る必 要 が
　　　 ある 。こ の作 業 は初習段 階 にお いて教 育 的であ る。
4.2.5　画 像処 理 系ソフ ト
　⑫　 ド ロー 系の画 像処 理ソ フト には 、Adobe　IllustratorをMacの1教室 とWindowsの1教室 と
　　　 に導 入 し、作 業継続 性 を確保 する 。
　⑬　 ペイ ン ト系 の画像 処理 ソフ トと して は、Adobe　PhotoShopをMacの1教室 のみ とし 、Win-
　　　 dowsの全 教室 に はPaintShopProを導入 した 。こ の場合 は作業継 続 性よ りむし ろ各OSで の
　　　 定番 的ソ フ トであ るこ とと 、特徴 の違 い の面 白さを むし ろ重視 した 。
　⑭　 3次 元CG用 ソ フ ト には、平 成13年度(こ の科 目初 年度)は 入 門段 階に「六角 大王 」(フリ ー
　　　 ソフ ト)を 導 入。 これ に はMac版 もWindows版も あるた め 、作業継 続1生を確 保 できる 。3
　　　 次元CGソ フ トの 定番 とし て平成14年度か らmy-Shade3/i-Shade3を導入。 これ もMac版 と
　　　Windows版があ り作 業継続1生を確 保 する。
4.2.6　ノ ー トPCのUNIX環 境
　⑮　 ノ ー トPCは 本 学 の 現代 社会 学部 学 生 の必携 とし てい る。 学 生全 員 のノ ー トPCにUNIX
　　　 コ マン ドをWindowsのコ マン ドプ ロ ンプ ト画 面か ら使 うた め のシェル(tcsh)とコマ ン ド
　　　 群 、 学 習 用 の プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語(AWK,　Ruby)、汎 用 の テ キ ス ト エ デ ィ タ(mule/
　　　 meadow)、　TeX環境 、グ ラフ 作成 ツ ール(GP)な ど を導 入 した 。平 成14年度よ り 、よ り 高
　　　 機能 のCygwinを導入。
　⑯　 教 室の全 て のWindowsパソ コン にも 、これ と 同じUNIX環 境 を導 入。 これ によ り作業 継続




5.1　情 報教 育の 「不 易と流 行 」
　教育の課題はいつの時代 にも 、社会状況の反映であると同時に、学問研究の状況を反 映してい
る。この両者の要請をどのように考えるかが問われ続けている。かつて臨教審(昭 和60年前後)と















　情報教育の課題 は、これらの異なる位相を持つ「不易と流行」という2つ の課題をどのよう に考
えて調整し、どのような教育環境を整備するかという問題が、その出発点の一つとなってきた。例
えば高校の教科 「情報」においては、「情報A」 の部分がパソコン ・ネットワーク ・リテラシーで














5.2　情 報教 育の親 学 問と して の情報 学
　 世紀の変わり 目を境として 「情報学」が確立されつつある。大学院では例えば京都大学情報学研

























































6.2　当初 予測と の相 違点
　特に予測と異なっていた点を以下に挙げる。
6.2.1数学の二の舞



































働 市場の国際化動 向がある。企業活動 においても 国際認定制度 としてISO9001あるい はISO
14001等の取得が重要視されている傾向とも一致する。最近では大学 における技術者教育レベルの
国際的認証や高等教育(大 学教育)そ のも のの国際的相互認証の議論も進んでいる。これは教育市
場の国際化(WTOで サービス産業とされ始めた)と も絡む動きである。技術系の国際資格は「技
術士」という形で我が国においても国家的に制度化されている。
　 情報系の資格 には大きく分けて3種 類ある。第1に 国家資格、これは 日本では産業経済省系(旧
通産省系)の 基本情報処理技術者 、初級システムアドミニストレータ等 、文部科学省系のJ検 、
CG検定等である。第2に 民間の認定団体によるもの、これは例えばパソコン検定、ワープロ検定
などである。第3に メーカ系民間企業によるも の、これは例えばマイクロソフト社あるいはシスコ









科 目群(特 に現代社会学部のもの)は 、先導的な意義を持つ試行であった。しかし結果的に修得が
困難、あるいは学生の消化不良と思われる面もあった。




























6.3　改善案:「次 々世代 」の情 報教 育 に 向けて
　現在まで に行った 「次世代」情報教育のための情報システム構築と情報教育プログラム運用経験
を基礎として、「次々世代」の情報教育の方向性についてここで議論する。








　たとえ高校での教科 「情報」が必修(選 択必修)に なったとしても、情報コミュニケーション皿


































































7.2　学 部教 育の 総合性
　現代社会学部の学部の研究領域は3つ に大きく分類されている。現状では特にコース制などを導
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